
～「子連れ出勤」の 

      最新動向と留意点～ 

ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ ２０１９年 ３月 第１３９号 

 

＝季節のコラム＝ 

暦の上ではモモの時節

ですが、現実はウメが真っ

盛りです。 

年初、あらゆる花の先頭

を切って咲くため、「花の

兄」と呼ばれるウメは、中国

の原産種ですが、『魏志倭

人伝』にも記述があるほど、

古くから日本で植えられて

いたようです。そのためか、

仁徳天皇即位の際、王仁

博士が『難波津に  咲くや

この花  冬ごもり  今は春べ

と  咲くやこの花』という歌を

作ったという伝説があり、

『この花』はウメだと考えら

れています。 

香り高く咲くだけでなく、

後に実もなるウメは「花も実

もある」の『花』とも。深く日

本の文化に根付いている

のですね。(事務局：鹿島） 

１、国は「子連れ出勤」を支援 

川東社会保険労務士事務所・ＫＣサポート株式会社 

２、増えている事業所内保育所 

宮腰光寛少子化相はこの１月、親

が子どもを連れての出勤（「子連れ出

勤」）を、20年以上前から実施してい

ることで有名な授乳服メーカー、有限

会社モーハウスの視察を終えた後、

「子連れ出勤」しやすくするための支援 

 今月のお勧め本は、「近江商人の哲学」～たねや

に学ぶ商いの基本～（著者：山本 昌仁 出版：講

談社現代新書）を紹介いたします。 

 山本さんは、皆さんご存知の「たねや」のCEOで

す。この本を読んで、地元を大切にし、季節を大切

にし、人を大切にしている会社だなと感じました。「た

ねや」さんのお菓子はよく購入しますが、ますます

ファンになりました。 

３、お勧め本 

天満橋（地下鉄谷町線・京阪線）より徒歩6分 

 ★ 所長（かわひがし）プロフィール ★ 

 大阪府守口市出身。生粋の大阪人です。 

年令はナイショですが、機動戦士ガンダムの世代

（ファースト）です。（大体分かりますね） 

 前職は、病院で臨床検査技師を１０数年してお

り、途中で社会保険労務士をめざし、勉強してやっ

と資格をとりました。 

 事務所を守口市に構えてから、１年後には、大阪

市中央区に移転し、現在の事務所に８年ほど前に

移っております。 

 独立してからは１０年以上になりましたが、少しは

貫禄（？）がでてきてもいいのにと思う今日この頃で

す。（まだまだですが） 

 これからも、皆様のご相談に親身に乗らせていた

だきたいと思っています。よろしくお願いいたします。 

 

★ 事務所・所長の近況 ★ 

 ＜1、2月＞ 

・年末年始のお休みが長かったので、休みボケからス

タートしましたが、恒例の「えべっさん」と「お伊勢参り」を

済ませ、通常の年明けとなりました。 

・２月に入り、周りはインフルエンザや風邪をひいたりと、

いろいろありましたが、一人だけ元気でした。（○○は風

邪をひかないのかも）今年は、通年よりも暖かい日が多

かったので、過ごしやすかったですね。ただし、心配な

のが、スギ花粉。３月はどうなるか、ちょっとドキドキして

います。 

※ 当事務所が保有する個人情報は、当事務所が 販促

サービスでの利用を目的とし、その他には個人情報を利用

いたしません。今後このようなサービス(ＤＭ等）が不要な場

合には、お手数ですが、当事務所までご連絡下さいますよ

う、お願い致します。 

 〒540-0036 

 大阪市中央区船越町2-1-5 吉見ビル２Ｆ 

    併設 ＫＣサポート株式会社  

★ ご案内 ★ 

人事労務等のご相談が

ありましたら、お気軽にお

問い合わせください。 

☎   06-6941-7113  

fax 06-6941-7114 

営業時間  

 9：00～１８:００ 

土日祝休み 

事業所内保育所を設置できる企業

においては、「子連れ出勤」はすでに

日常的に行われているといえます。 

ローソン、ヤクルト、みずほＦＧなど多

くの企業が、自社の名を冠にした事業

所内保育所を運営している時代で

す。 

厚生労働省「平成28年度 認可外

保育施設の現況取りまとめ」によれ

ば、事業所内保育所は4,766カ所（平

成29年３月時点）あり、件数・入所児

童数ともに、わずかずつながら年々増

え続けています。 

 一方で、そのような保育のための設

備やスタッフを持たない中小企業にお

いて、職場で業務をこなしつつ子ども

の面倒もみるのは、容易なことではあ

りません。制度として自社に導入する

際には、入念な検討が必要です。 

 前述のモーハウス社の青山店では、

「子連れ出勤」は１歳半までを原則と

しているそうです（歩きはじめた子ども 

が店外へ飛び出すのを防止するため）。 

 ほかにも、始業を昼過ぎとする（通勤ラッ

シュを回避するため）、有事には単身ス

タッフがフォローできる体制とするなど、さ

まざまな工夫と配慮がみられます。 

「女性活躍推進」や「ワークライフバラン

ス」を行う方法の一つになっていますね。 

策として、コワーキングスペースや授乳施

設の設置など先進的な取組みをする自治

体に対し、地域少子化対策重点推進交

付金の補助率を、２分の１から３分の２に

引き上げる、と公表しました。 


